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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（協議会等名） 
小山公民館運営協議会（第３回） 

事務局 

（担当課） 
小山公民館 電話０４２－７５５－７５００（直通） 

開催日時 令和７年３月１３日（木） 午後７時～午後８時 

開催場所 小山公民館 １階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員  １７人（別紙のとおり） 

その他   ３人（小山公民館体育部長、青少年部長、広報部長） 

事務局   ４人（館長代理、主事３人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開会 

２ 会長（公民館長）あいさつ 

３ 議題 

（１） 令和６年度事業結果について 

 （２）小山公民館振興計画について 

 （３）令和７年度事業計画（案）について 

（４）令和６年度小山公民館運営協議会等活動費補助金執行 

   状況について 

 （５）その他 

   ①令和７年度小山公民館運営協議会日程について 

   ②小山公民館運営協議会委員の推薦について 

   ③小山公民館パンフレットについて 

６ 閉会 
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協 議 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。（○は委員等の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開会 

  館長代理から、長谷川議長が欠席のため、本日の議事進行については、入谷副

議長にお願いする旨の説明を行った。また、本日の運営協議会については、過半

数を超える委員の出席があり、小山公民館運営協議会規約第５条の２の規定によ

り定足数に達していることについて報告するとともに、傍聴希望者なしの報告を

行った。 

 

２ 会長（公民館長）あいさつ 

  星公民館長（運営協議会会長）からあいさつを行った。 

 

３ 議題 

  入谷副議長の進行により、議題の協議に入った。 

（１）令和６年度事業結果について   

   事務局及び各団体等の委員から説明を行った。 

（２）小山公民館振興計画について   

   事務局から、小山公民館振興計画改定に向けた検討員会の開催やアンケート、 

事業評価などの経過の説明を行った。また、計画書の表紙にある小山公民館キ 

ャラクター「ひまりん」について、名前の募集や決定の経過などの説明を併せ 

て行った。 

（３）令和７年度事業計画（案）について   

 事務局から、体育事業、文化事業、青少年事業、学級等、その他事業ごと 

のおもな事業計画について説明を行った。 

（４）令和６年度小山公民館運営協議会等活動費補助金執行状況について 

 事務局から、収入及びおもな支出内容の説明を行った。 

（５）その他   

①令和７年度小山公民館運営協議会日程について 

事務局から、令和７年度の会議日程について説明を行った。 

  ②小山公民館運営協議会委員の推薦について 

事務局から、現在の委員の任期が令和７年５月末までのため、団体選出の 

   委員については、今後、委員の推薦について依頼する旨の説明を行った。 

  ③小山公民館パンフレットについて 

    事務局から、小山公民館創立７５周年に合わせ、小山公民館の新たなパン

フレットを作成したことから、各団体の活動等で活用して欲しいとの説明を
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行った。 

  以上の説明の後、質疑応答を行った。質問、意見は次のとおり 

○運営委員としての最後に一言伝えたい。各部の事業は盛んに行っていると思

うが、体育の小山と言われていた頃と比較するとまだまだ物足りない。町田

市で行われた会議では、様々なことで難しい問題を抱えている時代だからこ

そ、どうすればできるのかということだけを考えて、今できることを見つけ

ていこうという話があった。小山地区も難しいことや足りないことを並べた

てないで、今できることを見つけ、実行し、元気な小山になってもらいたい。 

○自主企画提案事業について、どのような形で行うか説明して欲しい。 

  ●市で決められた形があるので、それに基づき小山公民館で実施する。 

○どういうものかわかるように説明して欲しい。 

  ●サークルなどから提案いただいた事業を審査会に諮り、実施の可否を判断す 

る。公民館で行うのは、事業の場所の確保、広報、受付事業、場合によって 

は講師謝礼などの支払いもできる。複数回講習会などを実施することが必要 

となる。利用者懇談会でも謝礼はないが、同様の事業を実施している。 

○モルックの指導者は誰なのか知りたい。 

  ○体育部が行っている。 

○国際交流ラウンジにフィンランドから来た宇宙科学研究所の方がいて、モル 

ックがフィンランドのスポーツで、体験会を行ったので確認した。 

 ○小山公民館で成人学級の開催を検討するのはいかがか。 

●学級を立ち上げるには、準備委員会を設置する必要があり、その委員を集め 

るための講座を実施し、準備委員を募ることになる。現在は、そうした熟度 

がない状況のため、今後考えていきたいと思う。 

  

他に質問等がなく、以上をもって閉会となった。 
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小山公民館運営協議会委員出欠席名簿 

 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 星 清次 小山公民館長 会 長 出席 

２ 中里 雅子 向陽小学校校長  出席 

３ 山﨑 真理 小山中学校校長  出席 

４ 入谷 利郎 小山地区自治会連合会会長 副議長 出席 

５ 常盤 久男 小山地区自治会連合会副会長  出席 

６ 福田 雅幸 小山地区自治会連合会副会長兼事務局長  出席 

７ 長谷川 澄男 小山地区社会福祉協議会会長 議 長 欠席 

８ 小池 美惠子 小山地区民生委員児童委員協議会会長  出席 

９ 竹内 博之 小山地区老人クラブ 代表 監 査 出席 

10 大谷 春枝 向陽小学校ＰＴＡ会長  出席 

11 金子 順 小山中学校ＰＴＡ会長  出席 

12 石﨑 加奈子 青少年指導委員地区長  出席 

13 岩井 章 スポーツ推進委員幹事  出席 

14 杉山 安由 小山地区健康づくり普及員協議会理事  出席 

15 駒形 典彦 向陽こどもセンター館長  出席 

16 小宮 里美 利用者懇談会会長 会 計 出席 

17 宍戸 佳子 利用者懇談会役員  出席 

18 阿部 公作 小山地区青少年健全育成協議会副会長  欠席 

19 加藤 秀子 交通安全協会小山支部支部長  欠席 

20 坂内 ツナ子 学識経験者  欠席 

21 山崎 順二 学識経験者  出席 

22 伊藤 道子 学識経験者  欠席 

 


